
 
 那須クラブ会長 田村修也さん 
 

８月移動例会のメ
インプログラム
「那須疎水見学」
を案内してくださ
る田村さんは、那
須クラブのチャー
ターメンバーで、
那須開拓の歴史に
精通し、那須クラ
ブのブリテンに連
載記事を執筆中で
す。西那須野教会
役員、教会学校長、
100 年史編纂専門

委員など教会でも重鎮として活躍。大田原市に設
立された国際医療福祉大学のクラブ活動の中か
らＹＭＣＡのリ－ダーが育ち、3/14 那須クラブ
20 周年感謝記念例会での学生リーダーたちの
活躍を称賛されています。（写真提供：村田榮さん） 

 
7 月例会記録 

  

“TO  ACKNOWLEDGE  THE  DUTY  THAT  ACCOMPANIES  EVEＲY ＲIGHT” 

東京目黒ワイズメンズクラブ 

ホームページ： http://www.asahi-net.or.jp/~uu9y-ktu/index.html 

E-mail：   meguro-ys@yahoogroups.jp 

156-0051 世田谷区宮坂 3-23-2 東京 YMCA 南センター ＴEL 03-3420-5361    FAX 03-3420-5363  

          ２０１５年 ８月号 Ｎｏ．５８８ 

 

会  長 村野 繁 Ｅ Ｍ Ｃ 村野絢子 

副 会 長 村野絢子 Ｂ    Ｆ  山口愛二 

書   記 福島 正 ブリテン 福島  正（編集） 

会   計 根本幸子 ブリテン 村野  繁（印刷） 

担当主事 山梨雄一 ブリテン 村野 繁（発送） 

 ８月の強調月間 今 
月 
の 
聖 
句 

我言ふ 裸にて母の胎を出たり 又裸にて彼處に歸らん ヱホ
バ與へヱホバ取たまふなり ヱホバの御名は讚べきかな                
He said, “Ｉwas born with nothing, and I will die with 
nothing. The LORD gave, and now he has taken away. 
May his name be praised!” 

           ヨブ記 1 章 21 節   村野 繁／選 

ＣＳ（Ｃommunity Ｓervice） 
ＹＭＣＡと協力して地域への奉仕 
1 クラブ、プラス 1事業を推奨 
新しいＣＳ活動プログラムの検討 

 

８月 移動（納涼）例会  
日時 8 月 2６日(水)～２８日（金） 

会場  会場    那須 しらかば荘（東京都北区・保養施設） 
小田急                 那須郡那須町湯本 206 

         電話 0287-76-1471 

26 日 東京駅発 13:12 → 那須塩原駅着 14:21  

       村田さんの車で、しらかば荘へ（チェックイン）  

          温泉、食事、お喋り を楽しむ 

           ＜翌日の疎水について説明を聞く＞ 

q 

27 日 那須疎水見学（ご案内/田村修也会長）  

    夜は、那須クラブと合同例会 ＆ 交流の集い  

     ＜那須クラブの日帰り組・合流＞  

28 日 チェックアウト後 → 村田さんの車で 

     那須高原ドライブ ＆ 希望箇所の観光  

    那須塩原駅発 15:02 → 東京駅着 16:16 

在籍会員数 6名 

 

メン 

 

4名 使用済み切手 

 

 

          （ 姫 路 ク ラ ブ ）     （ 那 須 ク ラ ブ ）  

お 誕 生 日 お め で と う  

29 阪田 恵さん       ありません 

30 馬越 顕さん     

      

結婚記念日おめでとう        

ありません          ありません 

           

 

 

      

 

 

03 菅原好紀・妙子   ありません 

(内・功労会員数) (2 名) 

 

メネット 

 

0 名 累計       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 メーキャップ         0 名 

 

 

ビジター 10 名                           

出 席 率 80% ゲスト 

 

0 名 プルトップ 

  

 

  

 

 

 

                       

ＹＹ指数 280% 

 

本例会出席者数   14 名 累計     kg 

クラブ会長  村野 繁（東京目黒） 50 周年を迎えて再出発 

東新部部長  伊丹一之（東京むかで）ワイズの良さを発信しよう                     

東日本区理事 渡辺 隆（甲府）原点に立って、未来へステップ 

アジア地域会長 Ｅdward Ｋ.Ｗ. Ｏng （シンガポール）愛をもって奉仕しよう 

国際会長   Ｗichian Ｂoonmapa Ｊorn（タイ） 信念のあるミッション 

mailto:meguro-ys@yahoogroups.jp
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   これからの 行 事 予 定            
                            

8/10（月）町田ＹＭＣＡ25 周年記念会 
          （町田市民フォーラム） 
8/26（水）～28（金） 
      東京目黒クラブ移動（納涼）例会 
      ＆ 那須クラブとＤＢＣ合同例会 

（那須しらかば荘） 
8/29（土）ＹＭＣＡ夏まつり（東陽町センター） 
      11:30～1530  
9/5（土） 国際協力一斉街頭募金（新宿駅東口） 
      13:00～17:00 
9/9（水） 東京目黒クラブ本例会&第二例会 
          （南センター ２階会議室） 
9/11（金）～13（日）   （山中湖センター） 
第 28 回ユースボランティアリーダーズフォーラム 
      2015 年は南センターが事務局を主管 
9/23（水・祝）チャリテイ・ラン  （木場公園） 
10/10（土）東新部部会（東陽町センター） 
            ホスト：東京むかでクラブ 
10/14（水）東京目黒クラブ本例会&第二例会 
          （南センター ２階会議室） 
11/11（水）東京目黒クラブ本例会＆第二例会 
          （南センター ２階会議室） 
11/14（土）第 2 回東新部評議会 
              （妙高高原ロッジ） 
                                                                                          

 
７月 本例会 報告 

 
7 月 8 日（水）13 時 30 分～15 時 35 分 
南センター 3 階ホール 

 

台風 9 号が発生、南大東島に接近し、関東地方は雨
が降ったり、止んだりの梅雨の真っ最中に、ワイズの
新年度初例会のため、伊丹部長初め、城井部会実行委
員長、神保地域奉仕事業主査、太田会員増強事業主査、
桜井（部）ＬＴ委員長、権藤（部）監事、佐藤（部）
監事、それに毎回のように出席してくださる村田さん
夫妻が那須から車で駆けつけてくださり、久しぶりに
3 階ホールに机を設営しての例会でした。 

卓話の前のティータイムでは、クラブで用意した茶
菓の他、ビジターの方が持参してくださったお土産で、 
お皿の上は溢れるほど山盛りいっぱいの甘味を頂き
ながら山梨主事のＹＭＣＡ報告と、伊丹部長、各主査、
監事、部会実行委員長の所信表明がありました。 

東京北クラブの磯部成文さんを卓話者に迎えて「介
護という言葉の発明」と題して貴重なスピーチをいた
だきました。 

ゴム引き布の赤ちゃん用おむつカバーの製造、販売
の家業を 26 才で継ぎ、社員 40 名で水泳帽子や学童
用水着で国内シェアの 5 割を握る水泳関連用品メー



カーの社長として「介護」の言葉を創った磯部さんが
「介護」の 2 文字に託した思いを訥々と話されました。 

会社は社員一人ひとりが業績、創造、改善、部下育
成し、自己啓発など七つの項目ごとに目標を掲げ、売
上規模は小さくても新事業を全社員が支えていく「プ
ラン・ドウ・チェック・アクション」の評価制度を取
り入れて経営されています。 

開発した介護用品、水泳用品は約 20,000 種類！  
健康によく効く「足あとマーク」の会社で、おむつカ
バーから水泳関連用品への進展、その間、大人用おむ
つカバーの誕生までの経緯も面白く、エンドユーザー
の声を大事に、忠実に対応する心がけから「介護」に
辿り着き、ユーザーの声を反映したきめ細かい製品作
りと、数は売れなくても、何十年も売れ続ける商品こ
そが社会に問題を提起し得るという信念と、「介護」
は「恢互」であって欲しいと結ばれました。 

例会の最後は山梨雄一さん選曲の「うみ」を歌い閉
会しました。司会は山梨雄一さんの担当でした。 
出席者【メン】福島、村野繁、村野絢子、山梨、 
【ビジター】磯部成文(東京北)、伊丹一之、城井廣邦、
桜井浩行、神保伊和雄（東京むかで）、佐藤茂美（東
京）、太田勝人（東京世田谷）、権藤徳彦（東京コス
モス）、村田榮、村田紀美子（那須）、計 14 名。出
席率 80％。ＹＹ指数 280%、欠席は根本、山口（功
労会員）。＜２枚の写真は伊丹一之部長の提供です＞ 

 

７月 第二例会 ＊休会しました       
  

伊丹東新部部長 施政方針   
１）ブリテンの有効活用 

①ワイズの外にブリテンを発信する 
②外部の読者を意識した編集をする 
③ブリテンにホームページアドレスを掲載する 
（ブリテンとＷＥＢの連携） 

２）ＹＭＣＡのＰＲ 
①ＹＭＣＡの良さとイベントを発信する 
②ワイズの良さとＣＳ活動を発信する 
③地域にもＹＭＣＡを知らない人が大勢いる 

３）会員増強、新クラブ設立 
① 会員数１ケタのクラブは２ケタを目指す 
② 会員数２ケタのクラブはグッドスタンデイング  
   を目指す 
③ 前年度からの新クラブ設立活動を推進する 

 
 

東新部アンケート 
伊丹部長が各クラブの７月例会に公式訪問の際、全

員にアンケートを求められました。内容は 
① あなたにとって「ワイズの良さ」を５っ書いてく

ださい 
② ワイズのよくない点があれば書いてください。 
ということでした。 

伊丹部長は偶数月に「部長通信」を発行されるので、
８月には、集計結果が公表されるでしょう。どんな報
告がだされるか楽しみです。 
 
 

15/16 年度第 1回東新部評議会報告 
7 月 25 日(土)13：00 から 16：20 予定を 20 分

オーバーして熱心に討議されました。 

問題は財政です。14/15 年度決算では 42,125 円
の赤字になり、特別会計から補填されました。今年度
の予算も銀座クラブと白銀高輪クラブが解散して 22
人の会員が減り、半年報では東新部 99 人からの出発
になりました。今年度も特別会計から 309,700 円の
補填予算になりました。 

特別会計による東新部のファンドがたまったので、
TOF と CS の部ファンドは 3 年間集めないとの 1 年
前の決議がありましたが、TOF と CS ファンドの集
金を再開しようとの議案が審議されましたが、別の議
案で東新部の長期運営に関する検討委員会設立が審
議されて、両方の議案を含めて 11 月の評議会に提案
されることになりました。 

ご苦労さん会も同じ会場で缶ビール等を持ち込み
評議会で配られた駄菓子も動員されてそれなりに楽
しみました。          （村野 繁） 

 

 
 
伊丹一之ワイズ（東新部部長、東京むかで） 
 以前、東京目黒クラブが喫茶店（ルノアール会議室）
で開いていた例会に出席した以来で、相当久しぶりに
訪問させていただいたのだと思います。思わず“今晩
は”と言ってしまいましたが、アットホームな昼間の
例会でした。 
 
磯部成文ワイズ（東京北、会長） 

福島さんから詳しい会場のご案内をいただきまし
た。私の方向音痴をご存じかのようでドキッとしたく
らいです。ブリテンの卓話者紹介に「介助」と「介護」
からの経緯を載せていただき、すぐに本論に入れて幸
いでした。30 分前に南センターに着き、山梨主事に
ご挨拶、会場はすでに例会の準備が整っていました。
開会までに伊丹東新部長をはじめ次々と部の大きな
役割を担っている 8 人が登場、うち 3 人が元ＹＭＣ
Ａ少年部の仲間で心強い例会でした。 
 
大田勝人ワイズ（部会員増強事業主査、東京世田谷） 
 磯部さまの卓話を拝聴し、茶菓子をいただきながら 
の７月例会は とてもさわやかで豊かな恵み多きひ
と時を過ごす事ができました。福島さんのお人柄でい
つもワイズにふさわしい方を招いての例会は素晴ら
しいと思っています。感謝しつつ。 
 
城井廣邦ワイズ（部会実行委員長、東京むかで） 
 初めて「東京目黒クラブ」の例会に参加させて頂き、
有難うございました。私達「東京むかで」とまた違っ
た雰囲気で勉強になりました。１０月１０日東新部部
会にぜひ出席をお願いします。ＹＭＣＡのキャンプリ
ーダーを経験した仲間で楽しい時をつくりたいと思
っています。お待ちしております。 
 
佐藤茂美ワイズ（部監事、東京） 
 いつも楽しい卓話の企画を感謝しています。磯辺成
文メンのお話、感動しました。つねに身の回りに気を
つけ思いやりをもって発するアイデア素晴らしいと
思いました。 
 
 



権藤徳彦ワイズ（部監事、東京コスモス会長） 
 部長公式訪問随行の席上 7 月ブリテンから、東日本
区大会で 18 ものクラブ表彰受賞と知り、目黒クラブ
の皆さんの日々の目利き・目配りの確かさに感動です。
おめでとうございます。HIV/AIDS 防止やＲＢマラリ
ヤ支援で、若人の成長・いのちの平和に関わる気力あ
ふれるご奉仕に学びたいと思います。東新部は新感性
の新クラブ設立を期して、失ったワイズの青年と壮年
たちの生命力を取り戻そうとしています。部長主題
「ワイズの良さを発信しよう」の上に「目黒クラブ
50 周年の再出発」が豊かな実りとなりますように祈
ります。 
  
佐藤八重子さん（元メネット） 
 昨年、5人の姉妹で両親の供養を思い立ち「5本の
指」～父母・木瀬喜太郎と勝野の思いで～を上宰し、
11月に河口湖畔ホテル湖龍で出版記念会を催しまし
た。親族24名集って賑やかに楽しい時をもち、その記
念に富士山ＹＭＣＡに「ふじ桜の木」10本を寄贈し、
植樹しました。富士吉田の実家が都市計画で幹線道路
になり今や富士山ＹＭＣＡが第二の故郷になりました。 
 
村野 繁ワイズ  

介護と言う言葉を作った磯部成文さんのお話、赤ち
ゃんのおしめカバーの製作販売のお仕事から、おじい
ちゃんのおもらしを何とかしたいとのお客さんの注
文から介護おむつがうまれたと興味深いお話でした。 
 
福島 正ワイズ 
 次期東新部部長の細川さんが来年の部会を目黒クラ
ブのホストによりＡＹＣで開催したいと提案されてい
ます。これにより部会と目黒クラブの50周年記念例会
を抱き合わせる目黒クラブ案が消滅せざるを得なくな
りました。働き手がなく思案に余っている記念例会が
振出しに舞い戻ることになりました。 
 

                     

ＹＭＣＡニュース               
            （山梨雄一）           

７月１９日（日）～２０日（月）東京ＹＭＣＡ山中
湖センターにて今夏、南センター主催のキャンプ「は
じめてのおとまり」が行われた。年少児から年長児と
いう小さな子ども達とのキャンプは、「泣き虫くじら
のおとちゃん」という物語仕立てに進みました。また
９月には恒例となりました南センターに所属をしま
すボランティアリーダー主催のリーダーズキャンプ
を現在、計画をしております。若者同士の交流やキャ
ンプリーダーとしてのトレーニングも彼ら自身が考
え、計画をしております。 
＜南センタースケジュール＞ 
８月２９日（土） 東京ＹＭＣＡ夏祭り 

（＠東陽町センター） 
９月 ４日（金）～ ６日（日）リフレッシュ 

キャンプ（＠東京ＹＭＣＡ山中湖センター） 
９月 ５日（土）～ ６日（日）冒険くらぶグループ

キャンプ（＠千葉市少年自然の家） 
９月１１日（金）～１３日（日）第２８回ユース 

ボランティアリーダ－ズフォーラム 
９月１４日（月）～１５日（火）南センターリーダー

主催のリーダーズキャンプ予定 
８月中は、 サマーデイキャンプ・サマーキャンプ実
施の為、南センターは休館となります。 

星野達雄さんの近況 
6/1 に新規開設したばかりの老人福祉施設「もみの樹
園」（新宿区下落合）に 6/21 入居されました。妙高
高原・池の平を引き揚げる時、信越妙高クラブのメン
バーや、地元の方々が大勢で讃美歌を歌って見送り、
光代夫人共ども涙して喜ばれました。もみの樹園は自
宅から徒歩 5 分の至近距離にあり、入居できたのも幸
運だったと感謝しておられます。写真は 6/21、新井
駅前「はなことば」にて。（写真提供：小林明彦さん） 

 

 
2015～16 年度  
在京クラブ     会長     担当主事 
東京／           新藤 重光   松本 数実、 
東京山手／        浅羽俊一郎   沖  利柯、 
東京江東／        宇田川敬司   草分 俊一 
東京むかで／      土井 宏二   星野 太郎、 
東京世田谷／      岩崎  弘   山梨 雄一、 
東京目黒／        村野  繁    山梨 雄一、 
東京グリーン／    青木 方枝      小野  実、 
東京西／          大野 貞次   小畑 貴裕、 
東京北／          磯部 成文   濱口 隆久、 
東京武蔵野多摩／ 宮内 友弥   村山 達哉 
東京ひがし／   鮎澤 正和   花井 雅男、 
東京サンライズ／ 大谷 博愛   岡田ナスカ、 
東京まちだ／   後藤 邦夫   松本  竹弘、 
東京八王子／   長谷川あや子  鳩山  徹郎 
東京コスモス／  権藤 徳彦   保坂  弘志、 
東京たんぽぽ／  服部 節子   望月    温 
東京センテニアル／申 鉉 錫   田附  和久、 
信越妙高／    福澤 系司   由井  卓哉、 
東京ベイサイド／ 工藤 大丈   堀江 和広、 
在京ワイズ会長会／        戸坂 昇子 
 
哀 悼 
 ７月６日、根本克己さん（幸子さんの夫君）が 93
歳で逝去されました。謹んで哀悼の意を表します。 
 

 あとがき   
昭和の時代は戦争が続き、２発の原爆が落とされて

敗戦を迎えた。明治維新から敗戦まで78年、敗戦から
今年で70年になる。敗戦の年に生まれた人が70歳、
空襲の惨状と焼け跡も見たことのない人が大多数にな
った。この異なる時代の人々の間の対話や交流に残さ
れた時間はもう少ないことを「平和の月、8月」を迎
えて憂うことしきりです。（ただし） 


